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第 ２０回
（後 期 第 ７回）
１１月２２日

◎ 本 講 義 の サ イ トへ の
ア ク セ ス 方 法
１ ＵＲＬを直接入力する： http://park23.wakwak.com/~latin_america/index.html
２ 大 学 の Ｈ Ｐ か ら 順 に ナ ビ ゲ ー トしていく。 http://www.ynu.ac.jp
３ 検 索 サ イ トで 、「山 崎 圭 一 研 究 室 」と入 力 し て 、 検 索 す る 。

山 崎 圭 一 研 究 室

。

１ ス ケ ジ ュ ー ル 、 講 義 計 画
・第 19 回 （後 期 第 6 回 ）11 月 15 日 ブ ラ ジ ル の 貧 困 問 題 と 、 そ の 対 策
・第 20 回 （後 期 第 7 回 ）11 月 22 日 ラテン・アメリカの歴史
・第 21 回 （後 期 第 8 回 ）11 月 29 日
・第 22 回 （後 期 第 9 回 ）12 月 6 日
・第 23 回 （後 期 第 10 回 ）12 月 13 日 全 世 界 的 な トピックを中心に
・第 24 回 （後 期 第 11 回 ）12 月 20 日 ・途 上 国 の 公 害 、 環 境 問 題
・第 25 回 （後 期 第 12 回 ）1 月 10 日 ・日本のＯＤＡ
・第 26 回 （後 期 第 13 回 ）1 月 17 日 ・日 本 の 外 国 人 労 働 者
・第 27 回 （後 期 第 14 回 ）1 月 24 日 ・「内 発 的 発 展 」

・第 28 回 （後 期 第 15 回 ）1 月 31 日 ・リクエストのあるトピック
・学 期 末 試 験 2 月 7 日

※ 全 学 的 な 講 義 終 了 日 は 、 年 内 は １２月 ２１日 （金 ）です。ただし、２５日、２６日が補講日（全学的
に ）です。本講義は、補講は、ありません。

【シラバスとの比較】シ ラ バ ス は 、 以 下 。
http://park23.wakwak.com/~latin_america/syllabus_2007_developingeconomies.pdf

２ 前 回 の 補 足
（１）ア ン ケ ー ト結 果

「良 い 方 」１８、「平 均 よ りや や 上 」３７、「平 均 よ り や や 下 」１７、「悪 い 方 」３、
同じくらい（欄外）１ 合 計 ７６ （以 上 事 務 方 に き っ ち り カ ウ ン トしてもらいました）

検索

本日の習得目標

先週の復習と今週のテーマが、２つがまざって
しまっていますが、共通しているのは、「国家
論」「福祉国家」といった視点から社会を観察

するという視点を、獲得することです。
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な お 理 想 の 講 義 に 近 い か ど うか に つ い て は 、 ほ ぼ 全 員 が 、 「離 れ て い る 」でした。
「非 常 に 離 れ て い る 」が約５名、「理 想 に 近 い 」が 約 １５名 。（まだ 完 ぺ き に 数 え て ま せ ん が ）

（２）「貧困ライン」の 話
Ａ 国 際 貧 困 ラ イ ン

１ 日 １ 米 ド ル 以 下 で 暮 ら す 人 。 こ の １ 米 ド ル は ブ ラ ジ ル 通 貨 で は い く ら か 。 こ の 換 算 に
は 購 買 力 平 価（Ｐ Ｐ Ｐ ）、と く に 相 対 的 購 買 力 平 価 を 使 う が 、そ の 算 出 方 法 は 世 銀 方 式 と Ｃ
Ｉ Ｐ 方 式 の 二 通 り 。 い ず れ に せ よ 、 Ｐ Ｐ Ｐ で の 為 替 レ ー ト 算 出 は た い へ ん な 作 業 で 、 世 銀
は関係団体であるI n t e r n a t i o n a l Comparison P r o g r a m m e に委託している。そこのＨＰには、

こ の 算 出 に つ い て の 詳 細 な 情 報 が 掲 載 さ れ て い る 。
http://web.worldbank.org/WBSITE/EXTERNAL/DATASTATISTICS/ICPEXT/0,,menuPK:1973757~pagePK:62002243~
piPK:62002387~theSitePK:270065,00.html 検 索 サ イ トで 、 上 記 機 関 名 を 打 ち 込 む ほ う が 、 速 い 。

Ｃ Ｉ Ｐ と は 、 ブ ラ ジ ル に 本 部 を 置 き つ つ 国 連 開 発 計 画 （ Ｕ Ｎ Ｄ Ｐ ） と 連 携 し て 活 動 し て
い る 「 貧 困 国 際 セ ン タ ー 」（ＣＩＰ： CentroInternacionaldePobreza） の こ と 。

「 相 対 的 」 と は 、 基 準 年 を ま ず 決 め て 、 そ の 基 準 年 の Ｐ Ｐ Ｐ レ ー ト を 割 り 出 し た 上 で 、
そ の 後 の 両 国 の 物 価 増 減 率 を 勘 案 し て 、 現 時 点 の Ｐ Ｐ Ｐ レ ー ト を 算 出 す る こ と を 意 味 す る 。
通 貨 に よ っ て 基 準 年 が 異 な り 、 衆 知 の よ う に 円 ／ 米 ド ル で は １ ９ ７ ３ 年 を 基 準 年 と す る こ
と が 多 い が 、 ド ル と レ ア ル に つ い て は 、 １ ９ ９ ３ 年 を 基 準 年 と し て い る 。

Ｃ Ｉ Ｐ に よ れ ば 、 世 界 銀 行 は 、 当 初 ８ ５ 年 を Ｐ Ｐ Ｐ の 基 準 年 に し た 。 そ の 後 基 準 年 を ９
３ 年 に か え た と き の 方 法 が 問 題 だ と い う 。 そ の た め 現 行 の 貧 困 ラ イ ン の レ ア ル 表 示 の 値 が
低 め に な り 、 そ れ 以 下 の 人 口 数 も 低 め に 算 出 さ れ る と い う 。 Ｃ Ｉ Ｐ の カ ク ワ ニ は 、 こ の 点
や 他 の 問 題 点 を 考 慮 し た 新 し い Ｐ Ｐ Ｐ 換 算 法 を 提 案 し て い る （ Kakwani, Nanak(2004),“New
Global PovertyCounts”inIPC(InternationalPovertyCenter)/UNPD(ed.) InFocus, Brasilia:IPC/UNDP(online
publication), September-2004 issue）。

「 国 際 貧 困 ラ イ ン 」 か ら み る と 、 世 銀 の 計 算 で は 、 二 〇 〇 一 年 の ブ ラ ジ ル の ラ イ ン 以 下
の 人 々 は １ ４ ０ ０ 万 人（総 人 口 の 約 ８ ％ ）、Ｃ Ｉ Ｐ の 計 算 で は ２ ４ ３ ０ 万 人 で あ る（同 約 １
４％ ）。

Ｂ ブ ラ ジ ル の 国 別 貧 困 ラ イ ン
「 極 貧 （ extremely poor） ラ イ ン 」 と 「 貧 困 （ poor） ラ イ ン 」 の 二 つ が あ り 、「 極 貧 」 は 最

低 賃 金 の ４ 分 の １ 、「 貧 困 」 は 最 低 賃 金 の 半 分 で あ る 。「 極 貧 人 口 」 は 、 ２ ０ ０ ５ 年 で 総 人
口 の １ １ ． １ ％ だ と 、 大 学 研 機 関 の ネ ッ ト ワ ー ク が 計 算 し て い る 。

な お 貧 困 を 所 得 で は な く 、 ア マ ル テ ィ ア ・ セ ン が 理 論 化 し た 「 人 間 開 発 」「 well-being」
「 自 由 」 の 観 点 な ど か ら 考 察 す る と 、 児 童 労 働 、 家 庭 内 暴 力 、 ド ラ ッ グ の 広 が り 、 警 察 官
に よ る ス ト リ ー ト ・ チ ル ド レ ン へ の 過 剰 取 締 ま り な ど 、 問 題 は 経 済 問 題 か ら 社 会 問 題 に 接
続 し て 、 よ り 大 規 模 に な る 。

以 上 、 国 連 開 発 計 画 の ブ ラ ジ ル 本 部 の イ ン タ ー ネ ッ ト サ イ ト の "Estudo indicadesafio
antipobrezanoBrasil" (2007 年 10 月 26 日 記 事 ） お よ び "Bird minimizanúmerodepobres,dizestudo"（ 2004
年 11 月 19 日 記 事 ） に よ る 。 そ れ ぞ れ サ イ ト の Ｕ Ｒ Ｌ は 、

http://www.pnud.org.br/pobreza_desigualdade/reportagens/index.php?id01=2802&lay=pde
http://www.pnud.org.br/pobreza_desigualdade/reportagens/index.php?id01=818&lay=pde である ）。

（３）ブ ラ ジ ル は 「福 祉 国 家 」か
「 福 祉 国 家 」 の 定 義 の 考 察 に 立 ち 入 る 紙 数 は な い が 、

・ 財 政 民 主 主 義 、
・ 累 進 的 所 得 税 に よ る 所 得 再 分 配 、
・ 社 会 福 祉 関 係 支 出 、
・ 公 共 事 業 に よ る 雇 用 創 出 ・ 失 業 対 策 、
・ 国 に よ る 後 進 地 域 の 財 政 支 援 、
・ 軍 事 活 動 に よ る 外 交 な ど の 有 無 や 程 度 、

な ど が 、 一 応 の チ ェ ッ ク ・ ポ イ ン ト だ ろ う 。 最 後 の 、 軍 事 活 動 に よ る 国 際 協 調 ・ 緊 張 関 係
の 維 持 は 、 福 祉 と は 無 関 係 に み え る が 、 現 代 の 主 な 「 福 祉 国 家 」 は す べ て 「 軍 事 国 家 」 だ

と い う こ と も 事 実 で あ る 。
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Ｉ Ｍ Ｆ の セ グ ラ － ウ ビ エ ル ゴ は 、 国 家 論 ・ 財 政 学 と 計 量 経 済 分 析 の 両 方 に 長 け た エ コ ノ
ミ ス ト だ が 、 本 年 刊 行 さ れ た 秀 作 で 、 福 祉 向 け 財 政 支 出 の 対 Ｇ Ｄ Ｐ 比 水 準 を 含 め た 指 標 か
ら ラ テ ン ア メ リ カ 主 要 国 を 、「 福 祉 国 家 」 と 「 非 福 祉 国 家 」 に 分 類 し て い る （ Segura-Ubiergo
2007）。

福 祉 国 家 ： チ リ 、 ウ ル グ ア イ 、 ブ ラ ジ ル 、 コ ス タ リ カ お よ び ア ル ゼ ン チ ン 、
非 福 祉 国 家 ： ベ ネ ズ エ ラ 、 エ ル サ ル バ ド ル 、 ペ ル ー 、 ド ミ ニ カ 共 和 国 、 メ キ シ コ 、 パ ラ

グ ア イ 、 エ ク ア ド ル 、 ボ リ ビ ア お よ び グ ア テ マ ラ 。

ブ ラ ジ ル 外 務 省 の 愛 称 は 「 イ タ マ ラ チ 」 で あ る が 、 イ タ マ ラ チ の イ ン タ ー ネ ッ ト ・ サ イ

トに 、「 ブ ラ ジ ル 福 祉 国 家 」 と い う 短 い エ ッ セ イ が 掲 載 さ れ て い る （ 先 週 の ハ ン ド ア ウ ト ）。
著 者 は ア ン ド レ ・ セ ザ ー ル ・ メ ジ シ と い う 、 保 健 衛 生 や 福 祉 財 政 を 専 門 と す る 研 究 者 で あ
る 。 彼 は 、 １ ９ ７ ０ 年 代 、 ８ ０ 年 代 に ブ ラ ジ ル は 保 護 さ れ な い 貧 困 者 を 救 済 し て 、 社 会 政
策 の ユ ニ バ ー サ リ テ ィ を 達 成 す る た め に 、「疑 似（イ ミ テ ー シ ョ ン ）の 福 祉 国 家 」をめざし
た が 、 達 成 で き ず 、 貧 者 も 富 者 も 結 局 公 的 保 護 網 か ら 漏 れ た ま ま だ と い う 。 と く に 富 者 は
民 間 シ ス テ ム を 利 用 し 、 今 や 公 的 制 度 に 期 待 し て い な い （ 図 参 照 ）。 不 完 全 な 状 態 の ま ま 、
九 〇 年 代 以 降 「 小 さ な 政 府 」 路 線 へ と 移 行 し 、 現 在 に 至 っ て い る 。 つ ま り 「 福 祉 国 家 」 と
し て 成 熟 す る 前 に 、「 福 祉 国 家 」 の 危 機 を 迎 え た と い う 。

民 間 の 福 祉 シ ス 政 府 （中 央 、 地 方 ）に よ
テ ム る 福 祉 シ ス テ ム

納 税

福 祉 行 政 サ ー ビ ス の 提 供 ／
不十分ながらもインフラへ
の 公 共 投 資

富 ミ 貧 貧 困 層
裕 ド 困
層 ル 層 極 貧 層

ＦＳ ＩＳ
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３ 今 週 の テ ー マ ：ラテン・アメリカの歴史
３－ １ 概 論
・植 民 化 さ れ る 前

ア ス テ カ 文 明 、 マ ヤ 文 明
イ ン カ 帝 国 （タユワンティンスーユ）
ブ ラ ジ ル の 先 住 民

（脱線だが、現在では、２０００年の人口センサスで約７０万人、総人口の約０．４％、

９０年から倍増で、興味深い現象だが、インディオとしてのアイデンティティの向上が
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一 因 か と 言 わ れ て い る 。 現 在 ５８７箇 所 、居住拠点があるとされている。ブラジル全土の
１２％を占める面積に、散在している。２１５の部族にわかれ、言葉は１８０ある。有名な
ヤノマミ族は１２、０００人。いまだ白人との接触を経験していないグループは、２００２年
で４５あると、いわれている。以上 Alamanaque Abril というブラジルの街角のキオスクで
う っ て い る 、 代 表 的 ブ ラ ジ ル 年 鑑 の 2004 年 版 よ り。

・植 民 地 時 代
中 米 南 米 ス ペ イ ン 領 南 米 ポ ル トガ ル 領

カ ピ タ ニ ア 制 （１５の 州 に ）

総 督 府 → 副 王 領 へ

・労 働 力 を ど う確 保 し た か ：
先 住 民 か 、奴 隷 か

・独 立 （１８２２年 ）：イピランガの叫び
米 国 の よ うに 、 独 立 戦 争 を 通 じ て 「市 民 社 会 」をつくったわけではなく、帝国（帝 政 ）へ 移 行

・共 和 制 へ 移 行 （１８９９年 ）：米 国 に な ら っ て 連 邦 主 義 へ

・ヴァルガス革命で、「福 祉 国 家 」へ
ブ ラ ジ ル の 「ポピュリズム」
「ポピュリズム」とは、何か

３－ ２ １つ の 視 点 か ら 、 専 門 的 に 、 歴 史 を み る
（１）教 育 論 か ら

１９世 紀 の 教 育 改 革
「普 通 教 育 」っ て 、 何 か ？

（２）租 税 史 か ら
・砂 糖 産 業 へ の 課 税 ・貿 易 、 輸 出 、 輸 入 へ の 課 税
・奴 隷 貿 易 、奴 隷 登 録 へ の 課 税 ・通 行 、 旅 行 税
・固 定 資 産 税 は ？

１９２２年 、ようやく所得税へ
な ぜ 、 所 得 税 が 遅 れ た の か ？

『貿 易 と 関 税 』誌 へ の 原 稿 か ら （刊 行 前 の な の で 取 扱 注 意 ）

インターネット版からは、削除。

（３）経 済 史 の 観 点 か ら
ど の 段 階 か ら 、 資 本 主 義 な の か
世 界 資 本 主 義 論 の 観 点
一 国 資 本 主 義 分 析 の 観 点 ：国 家 資 本 主 義 論 ／ 国 家 独 占 資 本 主 義 論


